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本事業は、下記の背景・目的のもと実施した（仕様書より抜粋）

０. 背景・目的

• スポーツ庁では、これまで進めてきたスタジアム・アリーナ改革をさらに発展させ、施設を総合的かつ複合的に

整備・活用することで、適切なエリアマネジメントが行われる「スポーツコンプレックス」の推進を掲げ、令和７

年度から、その概念の整理・普及や具体的な取組の支援に取り組むこととしている。

• スポーツを核としたまちづくりを推進していくためには、スポーツ団体がテクノロジーを活用して収益を上げつつ、

地域にも貢献するような存在となっていくことが重要である。各種データやテクノロジーの活用したまちづくりに

資するサービスの開発・提供等も期待されるところ、まずはその前提として、各スポーツ団体において、顧客

データや営業に関する幅広いデータを着実に収集し、マーケティング等に活用していくことが必要である。

背景

• こうしたことから、「スポーツを核としたまちづくりに資するテクノロジー活用支援事業」では、スポーツ団体の実

情に応じたデータ基盤の整備やテクノロジー利活用を促進するため、テクノロジー利活用を促進するための戦

略策定や、テクノロジーを活用した管理運営の改善・サービスの高度化、新たなビジネスの創出等を支援す

る。データ基盤の整備や、データ及びテクノロジーを活用した効果的な事業運営、観戦体験等の提供価値

の向上が図られることで、スポーツ団体の収益拡大に資するほか、ひいては観戦目的等で訪れる人々による

地域での賑わい・消費の拡大に資するといった長期的な効果も考えられる。本事業においては、支援対象

となるスポーツ団体において、基盤的な取組も含めたデータ・テクノロジー利活用が効果的・円滑に進むよう

支援し、こうした成果が創出されることを目指す。

目的
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本事業は、７つのタスクで構成されており、下記で示すスケジュールの通り実施した

０. 背景・目的

実施時期 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①プロスポーツ団体の公募・審査・採択／②事務局支援相当額及び外注費用について ／③推進支援と進捗管理

Ⅰ プロスポーツ団体の公募・審査・採択

Ⅱ 推進支援と進捗管理

④【追加提案】昨年度団体のフォローアップ

ー

⑤【追加提案】まちづくりに資するテクノロジー活用事例調査

ー

⑥【追加提案】テクノロジー活用の輪を拡げるための普及・啓発

ー

⑦支援対象となるスポーツ団体の報告書及び報告会の実施／成果物

ー

公募 〆切

広報・

周知

伴走支援・進捗管理（隔週MTG）

審査

ヒアリング フォローアップ

最終報告委員向け

中間報告

各種報告書・成果物作成

公募準備

ロングリスト

作成

ショートリスト化＆

深堀調査 事例整理・海外調査 事例集作成

継続的な情報発信・セミナー開催

採択

決定
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公募要領・エントリーシートを作成の上、NRIのHP上で応募団体を募集した

1. 事務局業務・対象スポーツ団体の選定

NRIのHPにて公募を公表・周知 HPに掲載している関連資料

公募要領

エントリーシート エントリーシート（作例）

※各資料の詳細は、8. Appendixを参照
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公募要領では、支援テーマをA～Cの３テーマとした。

これにより、幅広く各団体のDXへの取組状況に合わせて支援が可能な設計とした

1. 事務局業務・対象スポーツ団体の選定

◼ 過年度調査では、場当たり的なDX施策に終始してしまい期待していた効果を得られていない課題意識を持つスポーツ団体が

多く存在していることを把握した。

◼ そこで本事業では、下図に示す３つの支援テーマを設定した。スポーツ団体のテクノロジー活用状況に合わせて、テクノロジー利活用を

促進するための戦略策定や、テクノロジーを活用した管理運営の改善・サービスの高度化、新たなビジネスの創出等を支援できる

テーマ設計とした

支援テーマの概要
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本事業では、事業への適性や実施内容・実施体制等を基に、採択団体を決定した。

採択にあたり、一部の団体には審査委員によるプレゼンテーション審査を実施した

1. 事務局業務・対象スポーツ団体の選定

評価項目

• 基本事項（申請団体種別、組織規模、財政規模）

• 本事業への適性（政府・事務局による支援の必要性、スポーツ業界全体への発展性）

• 経費（用途の妥当性）

• 実施内容（組織課題の認識、戦略性、業界・手引きへのインパクト、先進性、実行性）

• 実施体制（実施に当たってのスポーツ団体内部の体制・コミットメント、外部連携体制）

※基本事項は、それ単体で評価する項目ではなく、実施内容・実施体制等と併せて評価を行います。

※テーマ毎に評価項目は異なります。

※特に、スポーツ団体としての本事業に対するコミットメントの多寡は重視して評価します。

審査

書類審査

プレゼン審査

• 上記の項目について、委員などによる書面審査を実施する

• エントリーシートの内容のプレゼンテーション、

及び委員との質疑応答からなる、プレゼン審査を実施する

項目 概要
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各採択スポーツ団体とは、隔週で定例を開催し伴走支援を提供した。

各団体との定例記録は、下記のとおり

3. 推進支援と進捗管理 

採択団体
支援

テーマ

伴走支援プロセス

備考

現状把握・

検証実施
実証 実証振り返り

Bリーグ C

-10/2(木) @対面

-10/23(木) @対面

-11/13(木) @対面

-12/3(木) @対面

-12/22(木) @Web

-1/14(水) @対面

-1/30(金) @対面

-2/12(木) @Web

-2/20(金)-21(土) @横浜

-2/21(土)-22(日) @愛媛

-2/28(土)-3/1(日) @青森

-3/7(土)-8(日), 14(土)-15(日) @水戸

-3/7(土)-8(日), 11(水) @広島

-3/7(土)-8(日), 11(水) @佐賀

-3/11(水), 14(土)-15(日) @京都

-2/26(木)＠Web

-3/12(木)＠対面
ー

静岡

ブルーレヴズ
C

-10/6(月) @対面

-10/23(木) @Web

-11/13(木) @Web

-11/20(木) @Web

-12/4(木) @Web

-12/18(水) @Web

-1/15(木) @Web

-1/29(木) @Web

-2/12(木) @Web

-12/21(土)

-12/28(土)

-1/17(土)

-1/25(土)

-2/14(土)

-3/1(日)

-2/26(木) @Web

-3/12(木) @Web
ー
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ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリーグ

3. 推進支援と進捗管理 ｜Bリーグ

公益社団法人 ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリーグ団体概要

B旅（アウェーツーリズム事業）の全国展開・高度化に向けた実証事業名

団体情報 約80億円売上規模
※直近会計年度の売上規模

約10億円DX予算規模 約120名正社員数
※含出向社員／派遣社員等は除く

現状

• 昨年度B旅を立ち上げ、初期実証に協力

したクラブからは高い共感を得られたが、

全般的にはアウェー客向け施策が実施され

ず、アウェーファンの増大や、アウェーファンの

体験価値向上が実現されていない状態

将来

目指す姿

• ホーム・アウェークラブの連携により、アウェー

ツーリズムが活性化し、地域活性化と

リーグ・クラブの成長が実現している状態

事業

取組状況 取組

内容

① B旅関連施策の実証
• 本年度実施施策の整理

• 各種施策の実証（おすすめスポットX投稿キャンペーンの実施／御朱印カード企画／モ

デルコース紹介記事作成）

② 効果検証・来期以降の施策整理
• 上記実証内容に対する効果検証

• 次年度以降の展開方針整理

課題
• アウェー客向け施策をクラブ単体で打つ動機不足

• アウェー客向け施策に関するノウハウ不足

取組結果

①B旅関連施策の実証 ②効果検証・来期以降の施策整理

• 過年度BリーグにてB旅の企画・構想、及び初期実証を行っていたため、その結果を振り返りつつ、

本年度優先的に実施すべき施策を整理

• 結果として、初期実証で取り組んだ施策の全40クラブへの展開に加え、外部パートナーと連携しながら、

アウェーファンの回遊をより実際に促せると思われる複数の追加施策を実証

• Bリーグファンへのアンケート等を実施し、今

回実証した施策がアウェー客の増大・回遊

にどの程度寄与したか／寄与しうるか整理

• 当初Bリーグにて整理されていた構想と、本

年度の実証結果を踏まえ、来期以降に実

施する施策案を整理
本年度実証する案の整理状況 追加施策① デジタルカードの配布 追加施策② オンライン記事の制作

アンケート結果

（例：記事閲覧者のスポット訪問有無）

19% 78% 3%

記事を読んでも、

スポットに興味・関心を

持たなかった

記事で紹介されているスポットに

興味・関心を持ったものの、

スポットは訪れなかった

実際に記事で

紹介されている

スポットを訪れた
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静岡ブルーレヴズ

3. 推進支援と進捗管理 ｜静岡ブルーレヴズ

静岡ブルーレヴズ 株式会社団体概要

SCRUM Action Appを活用した地域活性化の取り組み事業名

団体情報 約22億円売上規模
※直近会計年度の売上規模

約3400万円DX予算規模 約30名正社員数
※含出向社員／派遣社員等は除く

現状
• 昨年度、渋滞緩和や環境意識向上の施

策を講じ一定の成果を確認。一方で磐田

駅前での消費活動の促進は未着手

将来

目指す姿

• アプリのインセンティブが徒歩での来場を促

し公共交通機関を利用している状態

• ホームでの観戦後、ファンが磐田駅前にて

消費することで地域が活性化された状態事業

取組状況 取組

内容

① ファンを誘うための施策を実証
• 本年度実施施策の整理

• 磐田駅前飲食店でのアフターマッチファンクション等各種イベントの実施

• バス等交通手段の確保・提示

② 効果検証・来期以降の施策整理
• 上記実証内容に対する効果検証

• 次年度以降の展開方針整理

課題
• 試合観戦後に磐田駅前の飲食店を訪問する動機不足

• 磐田駅前への訪問を促す施策のノウハウ不足

取組結果

① ファンを磐田駅前に誘う取り組みの実証 ②効果検証・来期以降の施策整理

• クラブの公式アプリである「SCRUM Action App」を起点に、どのような施策を実施することで

磐田駅前に誘客することが可能か施策を検討

• 結果として、試合後にクラブの公式イベントとしてアフターマッチファンクションや抽選会イベントを実施

• また、スタジアムから磐田駅前への交通手段としてシャトルバスを整備、手段起点のインパクトを実証

• 実証日の来場ファンへのアンケート等を実

施し、今回実証した施策が磐田駅の誘客

にどれだけ寄与したか、消費を促進したか

を整理

• 本年度の実証結果を踏まえ、来期以降に

実施する施策案を整理
施策① アフターマッチファンクションの実施 施策② シャトルバスの運行

アンケート結果
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採択団体
過年度

支援テーマ
過年度支援内容

打合せ

日程

ヴァンフォーレ

甲府
A

現状業務状況を踏まえた

データ活用戦略策定

11/4(火) 

@対面

西武ライオンズ B

顧客利便性向上・

データ分析のための

システム戦略策定

10/20(月) 

@対面

浦和レッズ A

デジタルマーケティングの

高度化と、実行に向けた

組織・人材戦略の検討

10/14(火) 

@対面

JDリーグ B

システムを活用した記録

業務の高度化とスタッツ

データの利活用検討

10/9(木) 

@Web

昨年度事業で採択していたスポーツ団体に対するフォローアップを実施した。

各団体との定例概要は以下のとおり

4. 昨年度団体のフォローアップ

⚫ 過年度想定していた成果の達成状況

✓ 昨年度策定した戦略において掲げられている成果

✓ 具体的な成果や改善点（例：生産性向上、データ分析結果の活用、

組織体制の変更）

✓ 支援を受けたことで生じた変化や進展（例：新しい取り組みの開始、

課題の解決など）

✓ 改めて昨年度の活動で特に成功した点や、団体として誇れる成果

⚫ 現在の状況

✓ 現在の運営状況や活動内容（例：DX検討の活動頻度、組織体制

の変更など）

✓ 現在直面している課題や問題点（例：人材不足、意思決定へ向け

た情報整理の不足）

✓ 団体内での変化（例：活動方針の変更など）

✓ 関係者との連携状況（例：外部のアドバイザー、ベンダーとの関係

性）

✓ 新たにDX関連で直面している課題

⚫ 次年度以降の目標や計画
✓ 新たな活動目標や計画
✓ 次年度に向けて必要なリソースや支援（例：資金、人材、ノウハウな

ど）
✓ 新たに挑戦したい取組

フォローアップ内容フォローアップ
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調査は、文献調査を行った後、ヒアリング調査と米国の現地視察を実施した

5. まちづくりに資するテクノロジー活用事例調査

スタジアム、スポーツ団体、リーグのそれぞれで

テクノロジー活用をしている事例について調査を実施。

【主な示唆】

• リーグとチームでの取り組みへの違いが存在する

• スポンサー企業などがテクノロジーの実装を

力強く補助している可能性

• オンラインとオフラインをつなぐ萌芽事例の存在は存在する 

文献調査

文献調査の結果、テクノロジー活用事例が多く集積してい

るとみられる米国に焦点を当ててヒアリングを実施

• リーグとチームのCTOといったテクノロジーに近い領域、

カスタマーエクスペリエンスの領域、まちづくりの領域の当事者にヒ

アリングを実施した

• また、スポーツに近い領域でテクノロジーを管掌する

事業者についてもヒアリングを実施した

視察・ヒアリング調査

本調査の流れ

ヒアリング先

対面

オンライン

Green Bay Packers, Titletown Tech 

Oak View Group, MLS, NFL, Intuit Dome, Sports Innovation Lab
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テクノロジー活用の輪を広げるための普及・啓発のタスクとして、

以下の２つを実施した

6. テクノロジー活用の輪を広げるための普及・啓発

スポーツ団体向けDXセミナーの企画検討 スポーツ庁SNSによる配信に向けた投稿素材の作成

• スポーツ団体向けにテクノロジー活用ノウハウを提供する

セミナーの将来的な実施に向け、DXの取り組み状況や

スポーツ団体としての事業規模の異なる様々な団体に

ヒアリングを実施し、有望なセミナー内容を企画・検討

• スポーツ庁SNSで広く多くのスポーツ団体の方に

テクノロジー活用ノウハウを読んでいただけるよう、

過年度事業で作成した手引き・事例集の取り組み

概要等を紹介する投稿画像・文案を作成

テクノロジー活用の輪を広げるための普及・啓発｜実施タスク

過年度事業における課題

• スポーツ団体がテクノロジー活用を推し進めるためのノウハウは収集し、伴走支援を通じいくつかの団体には

テクノロジー活用支援を提供してきた一方、多くのスポーツ団体を対象とした、日常的な情報発信は不十分
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委員への報告と意見交換を目的に、12/23(火)にオンラインで中間報告会を開催した

7. スポーツ団体の報告書及び報告会の実施

中間報告会のアジェンダ

スポーツ団体からの発表内容

• 本事業に応募した背景・課題意識

• 本事業のゴール

• 本事業での取り組み状況

• 実施体制

• 実施内容

• ゴールに対する進捗状況

• 今後の方針／ご相談事項等

# 時間 アジェンダ 発表者

1 9:00-9:05 開会挨拶 スポーツ庁

2 9:05-9:10 委員による自己紹介 委員

3 9:10-9:40

Bリーグ

‐10分：発表

‐20分：アドバイザーからのコメント・質疑

Bリーグ

4 9:40-10:10

静岡ブルーレヴズ

‐10分：発表

‐20分：アドバイザーからのコメント・質疑

静岡

ブルーレヴズ

5 10:10-10:15 今後の進め方に関するご案内 NRI

計75分 ※進行：NRI
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委員への報告と意見交換、及び一般への普及啓発を行うため、

事業終了直前の3月に、一般参加者を募った成果報告会・シンポジウムを開催した

7. スポーツ団体の報告書及び報告会の実施｜成果報告会・シンポジウム

プログラム

# 時間 プログラム 登壇者 主な内容

1 10分 開会挨拶
スポーツ庁

（森山補佐）

• 本事業の趣旨説明
• スポーツ庁政策の説明

2 5分 プログラム説明 事務局（NRI） • 本日のイベントの流れの説明

3 20分
テクノロジー活用の最前線
―海外スポーツ団体のテクノロジー活用

調査結果ご報告―

事務局（NRI）
• 海外におけるテクノロジー活用

調査結果報告

4 15分
発表①｜

Bリーグの取り組み報告
Bリーグ • Bリーグの取り組み結果報告

5 15分

発表②｜

静岡ブルーレヴズの取り組み

報告

静岡ブルーレヴズ
• 静岡ブルーレヴズの

取り組み結果報告

6 50分

パネルディスカッション｜

まちづくり×テクノロジー活用

の可能性

Bリーグ

静岡ブルーレヴズ

アドバイザー

（事務局）

• アドバイザーから両団体の取り組

みに対する簡単な質疑＋講評

• スポーツ団体として、まちづくり領

域に取り組むこと（その中でテクノ

ロジーを活用すること）の意義に

ついての簡単なディスカッション

7 5分 各種案内 事務局（NRI） • 今後の情報発信予定等

8 歓談

日時 • 3/19(木)   16:00-18:00

場所
• 対面＋オンライン
（TKP品川カンファレンスセンターANNEX 

ホール3）

対象
• プロリーグ/クラブのDX担当・

まちづくり担当・チケッティング担当

企画概要
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シンポジウムは、下記のチラシ等を活用して広く周知し、

180名程度から参加申し込みをいただいた

7. スポーツ団体の報告書及び報告会の実施｜成果報告会・シンポジウム
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本事業では、伴走支援のアドバイザーとして岡部氏、中村氏、三崎氏に委嘱。

中間報告会／成果報告会・シンポジウムに参加いただいた

7. スポーツ団体の報告書及び報告会の実施｜成果報告会・シンポジウム

アドバイザー名

（敬称略）
略歴

岡部 恭英

MALKA Global Partnersシニアパートナー 兼 松尾研究所・国際上級顧問。

UEFAチャンピオンズリーグのアジアパシフィック&中東北アフリカ地域代表を長年務めた

後、Sports Business Summit共同代表や早稲田大学スポーツビジネス研究所・

招聘研究員を務める。

中村 武彦

Blue United Corporation President & CEO。Major League Soccerおよび

FCバルセロナにて海外事業幹部を歴任後、独立。現在はJリーグ、MIXI、

鹿島アントラーズ、ぴあ、ヤンマー等の国際アドバイザーを務めるほか、

青山学院大学特任教授。東京大学工学部社会戦略工学共同研究員も歴任。

三崎 冨査雄

三崎共創企画代表 兼 パーソル総合研究所 プリンシパル。

スポーツ、サービス、教育・人材育成などのコンサルティング経験を豊富に有し、

現在は越境学習型次世代リーダー育成プログラム「ALIVE」等のアドバイザーを務める。

アドバイザー一覧
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